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～傍聴されるみなさま--

1.作業の流れ

事業説明 5-7分 (各省担当者)

査定担当の考え方表明 3-5分 (財務省主計局)

主な論点等の提示 2分程度 (とりまとめ役)

質疑 ･議論 40分程度 (国会議員 ･民間評価者､

各省副大臣･政務官⇔各省担当者)

評決結果公表 2分程度 (とりまとめ役)

※対象事業や評価の進捗状況により多少前後することがあります0

2.評価の仕方
｢事業/制度の必要性 (そもそも必要か?)｣､｢担い手 (国が担わないといけない

か?)｣｢緊要性 (来年度行う必要があるのか?)｣などの観点で議論し､いくつか
の区分に仕分けていきます｡

※ 評価者は ｢評価シー ト｣に､仕分けの結果とその理由やコメントを記載し

ますbそれ らを ｢とりまとめ役｣が集約した上で､ワーキンググループと

しての評決を行います｡

3.注意事項

(1) 当日の評価結果が､当該事業に対する最終判断となるものではありません｡

(2) 限られた時間内で円滑に審議を進行させるため､係員の誘導 ･指示には従って

下さい｡審議の妨害になるような行為 (ビラ､プラカー ド等の持ち込み､鉢巻､

ゼッケン等の着用による示威的行為など)は厳に慎んで下さい｡

(3) 事務局の指定した場所以外に立ち入ることはできません｡各仕分け会堤-の出

入りは自由ですが､仕分け作業の妨げにならないようお願いいたします｡

(4) 体育館の外に出る場合には､音声レシーバーをご返却ください｡紛失防止のた
め､一時的な外出でも一旦ご返却いただきます｡ご了承くださいo

(5) 会場内での喫煙はご遠慮くださいo体育館外に喫煙スペースがあります｡

(6) 携帯電話は､マナーモー ドにするか､電源をお切りくださいD
(7) 会議場における言論に対しての賛否の表明や拍手などはできません｡また､傍

聴の方からのご質問は受け付けられませんD

(8) 会場での録画､録音及び撮影の制限はございませんが､その使用に関しては､

トラブルの原因となることのないようお願いします｡

(9) 危険な物を持っている方､酒気を帯びている方､その他秩序維持のため必要が

あると認められる方の傍聴はお断りいたします｡

(10) できるだけ多くお方に傍聴して頂くため､来場者の沃況により入場制限や途

中での入れ替えをお願いすることがございます｡ご理解の上ご協力をお願いし

ます｡

琴 以上の事項に違反したときは､退場していただくことがあります｡



会 場 案 内 図



行政の｢事業仕分け｣の考え方



【11月25日(水)】
行政刷新会議｢事業仕分け｣作業スケジュール

班 事業番号 予定時間 項目名 担当府省

第1WG 1-48 温暖化防止国民運動推進事業(地球温暖化防止活動センター 環境省

関係)(エネ特)

①地球温暖化防止活動センター等基盤整備形成事業(エネ特)
②温暖化対策｢-村一品､知恵の環づくり｣事業(エネ特)

1-49 温暖化防止国民運動推進事業(その他関係)(エネ特) 環境省
(かco2削減アクション推進事業(チャレンジ25国民運動関連事
業糞)(エネ特)②温暖化影響情報集約型CO2削減行動促進事
業(エネ特)

1-50 エコポイント等co2削減のための環境行動促進モデル事業(エ 環境省ネ特)等(かエコポイント等co2削減のための環境行動促進モデル事業
(エネ特)②エコポイント等cO2削減のための環境行動促進事
業連携経費

昼休み(約1時間)

1-51 環境金融普及促進事業 環境省

1-52 子どもの健康と環境に関する全国調査(エコテル調査)((独)国 環境省
立環境研究所運営費交付金を含む)

時間調整(20分)

1-53 民間企業等に対する導入等補助事業等(エネ特) 環境省

①国内排出量取引推進事業のうち｢温室効果ガスの自主削減
目標設定に係る設備補助事業｣(エネ特)②エコ燃料利用促進
補助事業(エネ特)③地方公共団体対策技術率先導入補助事
業(エネ得)④廃棄物処理施設における温暖化対策事業(エネ
特)

1-54 エコ燃料実用化地域システム実証事業(エネ特) 環境省

1-55 ク-ルシティ中枢街区パイロット事業(エネ特) 環境省

1-56 EST､モビリティ.マネジメント(MM)による環境に優しい交通の推 環境省
進(エネ特)

罪2WG 2-49 (独)国際交流基金運営費交付金及び運用資金 外務省

2-50 国際機関等への任意拠出金 外務省

2-51 在外公館の維持.運営に関する経費 外務省

昼休み(約1時間)

2-52 広報に要する経費 - 外務省

2-53 招碑事業に要する経費 外務省

時間調整(20分)

2-54 モデル事業①(国際エネルギー消費効率化等モデル事業) 経済産業省

2-55 モデル事業②(低炭素社会実現プロジェクト) 糧済産業省

2-56 モデル事業③(安心ジャパン.プロジェクト) 経済産業省

莱3WG 3-51 国立大学運営費交付金 文部科学省

3-52 大学の先端的取り組み支援 文部科学省

昼休み(約1時間)

3-53 大学等奨学金/高校奨学金 文部科学省

3-54 全国学力.体力テスト 文部科学省

時間調要(20分)

3-55 義務教育費国庫負担金 文部科学省

3-37 (独)日本原子力研究開発機構②(高レベル廃棄物処分技術開 文部科学省栄(深地層部分)､国際熟核融合実験炉研究開発(汀ER(サテ
ライトトカマク計画))

3-56 公立学校施設整備事業 文部科学省

※時間は目安です｡対象事業や評価の進捗状況により前後することや場合により変更がありえます｡
(必要に応じ､最新の情報は会場及びホームページ等で掲載いたします)



行政刷新会議ワーキンググループ (w G)

評価者名簿

○ 国会議員

【全wG】

枝野 幸男 衆議院議員

【第 1WG】

津川 祥吾 衆議院議員

寺田 学 衆議院議員

亀井 亜紀子 参議院議員

【第2WG】

菊田 真紀子 衆議院議員

尾立 源幸 参議院議員

【第3WG】

田嶋 要 衆議院議員

蓮肪 参議院議員

○ 副大臣 ･政務官

【全wG】

泉 健太 内閣府大臣政務官

大串 博志 財務大臣政務官

※加えて､事業仕分けの対象事業ごとに､担当府省の副

大臣又は政務官の一人を評価者として指名する｡

(敬称略)



行政刷新会議ワーキンググループ (wG)

評価者名簿 (民間有識者)

【第1WG】

青木 宗明 神奈川大学経営学部教授

安念 潤司 中央大学法科大学院教授

井津 幸雄 小田原市職員

石渡 秀朗 三浦市職員

石渡 進介 弁護士 (ヴァスコ･ダ ･ガマ法律会計事務所)

内田 勝也 情報セキュリティ大学院大学教授 兼 横浜市cIO補佐監

翁 百 合 (秩)日本総合研究所理事

奥 真美 首都大学東京都市教養学部都市政策コース教授

川本 裕子 早稲田大学大学院ファイナンス研究科教授

田近 栄治 一橋大学大学院経済学研究科教授､理事 ･副学長

辻 琢也 一橋大学大学院法学研究科教授

富田 俊基 中央大学法学部教授

新倉 聡 横須賀市職員

ロバー ト･アラン･フエル ドマン

モルガン.スタンレー証券 (秩)経済調査部長

福嶋 浩彦 中央学院大学教授/前我孫子市長

政野 淳子 環境行政改革フォーラム幹事

(五十音順 ･敬称略)



【第2WG】

飯田 哲也 NPO法人環境エネルギー政策研究所所長

石 弘光 放送大学学長

市川 真- クレディ.スイス証券 (株け-フ,マーケット ストラテゾスト

長 隆 東日本税理士法人代表社員

海東 英和 前高島市長

梶川 融 太陽ASG有限責任監査法人総括代表社員

木下 敏之 前佐賀市長/木下敏之行政経営研究所代表､

熊谷 哲 京都府議会議員

河野 龍太郎 BNPパリバ証券チーフエコノミス ト

小瀬村 寿美子 厚木市職員

露木 幹也 小田原市職員

土居 丈朗 慶鷹義塾大学経済学部教授

中里 実 東京大学大学院法学政治学研究科教授

福井 秀夫 政策研究大学涜大学教授

船曳 鴻紅 株)東京デザインセンター代表取締役社長

松本 悟 一橋大学大学院社会学研究科教員

丸山 康幸 フェニックス ･シーガイア ･リゾー ト取締役会長

水上 貴央 弁護士 (青木 ･関根 ･田中法律事務所)

村藤 功 九州大学ビジネススクール専攻長

森田 朗 東京大学公共政策大学院教授

吉田 あっし 筑波大学大学院システム情報工学研究科教授

和田 浩子 Office WaDa代表

(五十音順 ･敬称略)



【第3WG】

赤井 伸郎 大阪大学大学院国際公共政策研究科准教授

荒井 英明 厚木市職員

市村 清 新日本有限責任監査法人シ土アパ- トナー

小幡 純子 上智大学法科大学院長

金田 康正 東京大学大学院教授

伊永 隆史 首都大学東京教授

高田 創 みずほ証券金融市場調査部長チーフストラテジスト

高橋 進 (秩)日本総合研究所副理事長

中村 桂子 JT生命誌研究館館長

永久 寿夫 pHP総合研究所常務取締役

西寺 雅也 山梨学院大学法学部政治行政学科教授

橋本 昭 (有)アグロス胡麻郷取締役社長

原田 泰 (秩)大和総研 常務理事チーフエコノミス ト

速水 亨 速水林業代表

藤原 和博 東京学芸大学客員教授/大阪府知事特別顧問

星野 朝子 日産自動車株)執行役員市場情報室長

松井 孝典 東京大学名誉教授

南 学 横浜市立大学エクステンションセンター長

安田 喜憲 国際日本文化研究センター教授

山内 敬 前高島市副市長/高島一徹堂顧問

吉田 誠 三菱商事(秩)生活産業グループ次世代事業開発ユニット

農業 ･地域対応チーム シニアアドバイザー

渡辺 和幸 経営コンサルタント/ (秩)水族館文庫代表取締役

(五十音順･敬称略)

○留意点 (全wG共通)

※1直接的な利害関係者は､事業仕分け作業には加わらないものとする0

※2 行政刷新会議の議員は､全てのWGに評価者として参加することができる｡

※3 行政刷新会議事務局職員や他のワーキンググノレープの紺面者が､コーディネータ-として加わ

る場合がある (評価は行わない)｡


